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　人ロの動き

　10月1日現在
男　　5。173（＋1）

女5．256（＋7）

計10．429（＋8）

世帯数　2．354（＋4）

（）内は前月との比較
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灘

春の山菜から秋のきのとまで、わが町の山々は、自然の恵みの宝

庫です。今やきのこの最盛期、取りたてのものをその場で料理して

いただくのも、また格別のあじ。まさに秋たけなわといったところ。

　　　　　　　　　　　　　＜モトクロス場で＞
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島
日
条
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大
十
中
池

午前9時から午後5時までの時間を厳守してください（
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町民秋季運動会

聾 　
鑛
　
　
繭
癖
繍

と　き　10月20日（日曜日）

ところ　千手小グランド

　◎　雨天の場合は同校屋体で

　◎　レクリェーションを主体

　◎体協・陸上クラブ・公民館などの主催です．
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第
七
回
町
議
会
は
、
先
月
十
二
日
に
定
例
会
を
招
集
、
午
前
九
時
に

開
会
し
会
期
一
日
で
、
十
一
の
議
案
審
議
と
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質

問
を
行
い
、
午
後
二
時
近
く
閉
会
し
ま
し
た
。

　
内
容
ほ
、
九
月
十
七
日
で
任
期
満
了
の
選
挙
管
理
委
員
及
ぴ
同
補
充

員
の
選
挙
や
、
条
例
、
規
則
の
改
正
、
一
般
会
計
ほ
か
二
特
別
会
計
の

補
正
予
算
な
ど
で
、

ロカ58万を追
第7回定例議会
一般会計1億1

一選挙管理委員も決定一
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果

選
挙
管
理
委

員
に
は
、
大

井
長
太
（
中

央
町
）
、
小

海
八
太
郎
（

小
根
岸
）
、

田
口
一
男
（

木
落
）
、
中

条
秀
雄
（
岩

瀬
）
の
四
氏

が
、
ま
た
同

補
充
員
に
は

高
橋
友
義
（

伊
勢
平
治
）

上
村
信
栄
（

上
野
）
、
須

藤
茂
一
（
仁

田
）
、
青
木

二
三
（
田
戸

）
の
各
氏
に
決
り
、
・
今
後
四
年
間
選
挙

の
お
目
付
役
と
し
て
お
骨
お
り
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
か
年
で
克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー
を
建
設

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
今
回
が
二
度

目
、
総
需
要
抑
制
と
は
言
い
な
が
ら
、

各
種
事
業
に
投
ず
る
経
費
の
伸
ぴ
や
、

ふ
え
る
仕
事
の
量
は
や
む
を
得
な
い
も

の
ば
か
り
、
財
政
担
当
課
で
は
、
財
源

不
足
も
手
伝
っ
て
、
再
三
に
わ
た
り
減

額
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
提
案
さ
れ

た
補
正
額
は
、
一
億
百
五
十
八
万
円
と

多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
仕
事
は
、
公
共
用
地
の
購
入
費

六
千
五
百
万
円
、
今
後
二
か
年
で
建
設

予
定
の
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
費
一

千
万
円
、
ポ
ン
プ
置
場
な
ど
消
防
費
関

係
が
五
百
八
十
四
万
円
、
災
害
復
旧
費

関
係
（
藤
沢
水
路
、
中
屋
敷
藤
沢
線
、

室
島
藤
沢
線
、
中
屋
敷
霧
谷
線
、
田
戸

沢
川
）
　
一
千
九
十
五
万
円
な
ど
と
な
う

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
す
る
財
源
は
、
地
方
交
付

税
一
千
万
円
、
国
県
支
出
金
一
千
三
百

八
十
万
円
の
ほ
か
、
町
債
を
七
千
百
万

円
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
補
正
に
よ
り

一
般
会
計
の
総
予
算
は
、
十
二
億
七
千

二
百
二
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、
農
業
共
済
が
第
一
回

簡
易
水
道
が
第
二
回
の
補
正
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
条
例
改
正
は
、
町
内
小
中
学

校
の
統
合
に
よ
る
条
例
整
理
の
ほ
か
、

一
部
事
務
組
合
関
係
の
規
約
変
更
を
五

件
行
い
ま
し
た
。
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一般

　質問

ほ
場
整
備
は
町
の
大
事
業

大
局
的
立
場
で
ご
協
力
を
〃
”

た
だ
き
た
い
。

と
い
っ
た
答
弁
を
し
て
い
ま
し
た
。

広
域
消
防

　
本
部
庁
舎
が
完
成

　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

里
村
の
四
市
町
村
が
、
一
部
事
務
組
合

方
式
に
よ
り
、
広
域
消
防
を
組
織
し
て

い
る
の
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
が
、

そ
の
拠
点
で
あ
る
消
防
本
部
、
十
日
町

地
域
消
防
署
の
庁
舎
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

　
高
田
町
の
旧
庁
舎
が
狭
あ
い
で
あ
つ

た
た
め
、
昨
年
十
一
月
か
ら
川
治
地
内

に
工
事
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
今
月

十
五
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
、

火
災
や
救
急
事
故
の
と
き
に
は
、
こ
の

欝

完成した消防庁舎

庁
舎
か
ら
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
な
お
、
火
災
、
救
急
専
用
電
話
の
、

一
一
九
番
（
川
西
分
遣
所
は
緊
急
電
話

な
の
で
、
交
換
手
に
火
災
、
と
か
事
故

発
生
と
伝
え
る
。
）
は
か
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。行

政
苦
情
相
談
が

　
　
　
開
か
れ
ま
す

　
今
回
の
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は

戸
田
専
治
議
員
一
人
で
、
そ
の
概
要
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

◎
ほ
場
整
備
仁
田
地
区
に
お
い
て
、
次

の
事
実
が
あ
る
の
で
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

一
、
　
「
一
時
利
用
地
の
指
定
」
に
つ
い

　
て
異
議
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
そ
の
言
い
ぶ
ん
が
聞
い
て
も
ら
え
ず

　
困
っ
て
い
る
こ
と
。

二
、
ほ
場
整
備
工
事
中
土
地
を
「
無
断

　
使
用
」
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
に
対
し
町
長
は
、

一
、
一
時
利
用
地
は
、
県
知
事
の
指
定

　
に
よ
り
法
的
効
力
を
有
す
る
も
の
で

　
こ
の
通
知
は
、
今
月
中
に
来
る
予
定

　
で
あ
る
。
そ
の
後
異
議
申
立
て
が
で

　
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
ま

　
で
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

と
　
き
　
十
一
月
十
七
日

　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
十
二
時
ま
で

と
こ
ろ
　
川
西
町
総
合
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
塵

　
こ
ん
な
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
国
、
県
、
町
な
ど
官
公
庁
の
仕
事
で

て
き
ぱ
き
と
や
っ
て
も
ら
え
な
い
、
納

得
で
き
な
い
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
と
い
つ

た
悩
み
の
あ
る
人
。

　
相
談
は
無
料
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
．

　
　
関
係
者
で
事
前
に
話
合
い
、
納
得

　
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
が
実
情
で

　
あ
り
、
仁
田
の
場
合
も
、
工
事
上
の

　
不
満
の
手
直
し
や
、
次
年
度
工
事
と

　
の
か
ら
み
あ
い
で
、
円
満
に
解
決
さ

　
れ
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

二
、
ご
指
摘
の
農
道
は
、
ほ
場
整
備
区

　
域
に
入
っ
て
い
た
が
、
地
元
の
要
望

　
で
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
時
間
を
か
け
て
、
い
ず
れ
は
拡
幅

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

　
る
が
、
無
断
使
用
や
、
農
地
を
ふ
み

　
荒
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
良

　
識
あ
る
人
た
ち
な
の
で
、
話
合
い
で

　
解
決
で
き
る
と
思
う
。

　
　
ほ
場
整
備
事
業
は
、
町
と
し
て
も

　
未
曽
有
（
み
ぞ
う
）
の
大
事
業
で
あ

　
る
。
大
局
的
、
公
共
的
立
場
か
ら
、

　
町
を
あ
げ
て
事
業
遂
行
に
ご
協
力
い

お
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センター完成予想図

明
る
い
雪
国
目
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
i
赤
谷
に
建
設

　
雪
を
克
服
し
て
住
み
良
い
町
に
、
こ

れ
は
雪
国
に
住
む
人
の
共
通
の
願
い
と

言
え
ま
し
よ
う
。

　
消
雪
施
設
の
充
実
に
よ
っ
て
、
昔
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
住
み
や
す
く

な
り
ま
し
た
が
、
で
も
ま
だ
ま
だ
雪
の

弊
害
は
数
多
い
よ
う
で
す
。

　
特
に
道
路
網
の
途
絶
は
、
人
ぴ
と
の

気
持
を
暗
い
も
の
に
し
が
ち
で
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
を
解
決
し
、
明
る
い
冬

を
過
ご
そ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
決
り
ま
し
た
。

　
場
所
は
赤
谷
地
内
、
今
年
と
来
年
の

二
か
年
で
完
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

ず
。

　
補
助
金
の
関
係
か
ら
、
不
便
な
地
域

を
重
点
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
、
総
面
積
は

約
六
百
九
ヘ
ー
ホ
ー
メ
ー
ト
ル
、
一
階

は
仙
田
地
区
全
域
の
除
雪
や
圧
雪
を
す

る
機
械
類
の
車
庫
の
ほ
か
、
乗
務
員
の

宿
泊
施
設
、
浴
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
二
階
は
集
会
室
、
保
育
室

保
健
室
、
共
同
作
業
場
な
ど
を
備
え
、

地
域
の
人
た
ち
の
集
合
や
娯
楽
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
配
慮
を
ほ
ど
こ
し
、

総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

す
る
構
想
で
す
。

　
工
事
は
、
十
一
月
ご
ろ
着
工
し
、
来

年
十
月
に
は
完
成
、
そ
の
年
の
冬
か
ら

偉
力
を
発
揮
す
る
計
画
と
の
こ
と
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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今月から赤い羽根共同募金が

赤
い
羽
根
共
同

募
金
が
、
今
年
も

こ
の
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
の

善
意
を
持
ち
よ
り

み
ん
な
が
幸
せ
に

暮
せ
る
社
会
を
築

く
た
め
に
始
め
ら

れ
た
運
動
で
、
＋

二
月
末
日
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
ぴ
と
や
、

一
人
暮
し
の
老
人

な
ど
に
、
あ
た
た

か
い
思
い
や
り
を

届
け
よ
う
と
い
う

た
す
け
あ
い
運
動

で
す
の
で
、
よ
り

多
く
の
善
意
を
お

願
い
し
ま
す
．

児
童
手
当
が
ア
ッ
プ

　
今
月
か
ら
四
千
円
に

　
児
童
手
当
が
今
月
か
ら
一
人
四
千
円

に
な
り
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
か
つ
す
こ
や
か
な
育
成

を
願
い
、
家
庭
生
活
の
安
定
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
生
れ
た
児
童
手
当
制
度

も
、
ま
も
な
く
二
年
を
過
き
よ
う
と
し
“

て
い
ま
す
。

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
三
人
以
上
を
養

育
す
る
家
庭
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
す

が
、
今
ま
で
は
対
象
児
童
一
人
に
つ
き

月
三
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
ぴ
の
改
正
に
よ
り
、
一
人
月

千
円
の
増
額
、
四
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
今
月
分
か
ら
増
額
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
分
は
明
年
の
二
月
期
の
振
込
み
と

な
り
ま
す
。

般
、
通
算
老
令
年
金
（
厚
生
年
金
と
国

民
年
金
の
つ
な
が
り
）
な
ど
の
疑
問
点

に
つ
い
て
相
談
い
た
だ
く
た
め
、
巡
回

相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
月
下
旬
か
ら
来
月
中
旬
に
か
け
、

　
眠
力
蒙

ノ

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
の
係
官
を
ま
ね

い
て
行
う
予
定
で
す
の
で
、
多
数
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
、
場
所
等
は
、
決
り
次
第
年
金

委
員
、
有
線
放
送
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
窪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
「
』
∂
　
　
　
達
『

自
動
車
検
査
ス
ピ
ー
ド
化

　
す
で
に
嘱
託
員
を
通
じ
て
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
目
標
は
四
十

五
万
八
千
円
、
　
一
世
帯
当
り
二
百
円
く

ら
い
の
目
安
で
ご
協
力
願
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

●

年
金
の
疑
問
点

巡
回
相
談
で
ど
う
ぞ

亀も●
ノ

●

共同募金

、
、
、
、
、
』
亀
、
、
、
、
、
亀
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
亀
驚
、
、
、
、
、
馳
亀
、
、
、
、
、
閣
亀
、
、
、
、
、
巳

長
岡
に
検
査
場
を
新
設

　
新
潟
県
陸
運
事
務
所
で
は
、
自
動
車

数
の
増
加
に
対
処
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
長
岡
市
に
自

動
車
検
査
場
を
新
設
し
、
検
査
業
務
な

ど
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
新
潟
県
陸
運
事
務
所
車

輌
課
（
長
岡
自
動
車
検
査
場
）
と
言
い

今
月
一
日
か
ら
、
長
岡
市
摂
田
屋
町
（

従
来
の
出
張
検
査
場
）
で
業
務
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
は
、
軽
自
動
車
を
除
く
自

動
車
の
継
続
検
査
及
ぴ
検
査
証
、
検
査

標
章
の
再
交
付
な
ど
で
、
十
日
町
市
、

中
魚
沼
郡
な
ど
も
こ
の
担
当
区
域
に
入

陸運局

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
従
来
出
張
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
た
継
続
検
査
な
ど
は
、
大
幅
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
長
岡
自
動
車
検
査
場
の
電
話
番
号
は

　
長
岡
三
二
ー
〇
四
九
四
と
、
三
二
1

0
四
九
五
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

菊
田
屋
さ
ん
か
ら

　
　
オ
ル
ガ
ン
ニ
台

ー
善
意
に
感
謝
i

一
　
国
民
年
金
制
度
も
発

か

躍
足
以
来
十
五
周
年
を
む

8〃
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま

サ
副
す
．

油
　
　
す
で
に
拠
出
制
老
令

　

副
年
金
や
、
障
害
年
金
は

旧
多
数
の
方
々
が
受
給
さ

サ

副
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

旧
に
来
年
二
月
か
ら
は
五

酬
年
年
金
及
ぴ
再
開
五
年

雁
年
金
の
支
給
が
始
ま
り

㎜
ま
す
．

贋
　
こ
れ
を
機
会
に
、
こ

　
れ
ら
の
国
民
年
金
、
一

学
校
町
の
㈱
菊
田
屋
さ
ん
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
千
手
保
育
園
に
オ
ル
ガ
ン
ニ
台

の
寄
贈
が
あ
り
、
園
児
た
ち
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
小
千
谷
市
に
住
む
野
沢
淑
江
さ
ん
か

ら
、
母
親
西
方
ナ
ツ
さ
ん
が
、
単
身
老

人
と
し
て
川
西
町
に
お
世
話
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
老
人
福
祉
に
二
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
西
方
さ
ん
は

野
沢
さ
ん
と
同
居
の
た
め
こ
の
ほ
ど
小

千
谷
市
へ
転
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

σ
　
ρ
・

“

　
　
学
級
生
町
長
と
語
る

　
　
青
年
学
級
生
が
町
長
と
語
り
合
う

　
機
会
を
も
っ
た
。

　
　
出
稼
き
対
策
や
、
若
者
の
地
元
定

　
着
、
山
間
地
開
発
、
嫁
不
足
対
策
な

　
ど
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
町
長

　
の
方
針
を
伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
意

　
見
交
換
が
行
わ
れ
、
た
の
も
し
く
拝

　
聴
し
た
。

・
い
9
ゆ
・
。
σ
．
：
．
◎
。
σ
働
3
：
｝
。
◎
●
・
。
：
．
◎
9
・
．
3
ゆ
◎
。
σ
9
♪
。
．
。
ゆ
．
◎
．
ゆ
．
：

　
郵
便
局
か
ら

　
　
　
　
配
達
名
簿
の
整
備

　
　
　
　
に
ご
協
力
を
〃

き
ー
商
内
さ
イ
ぽ
ー
…
…
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

凶
器
使
用
犯
罪
を

　
　
な
く
し
ま
し
よ
う

　
最
近
猟
銃
や
刃
物
、
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
な
ど
を
使
用
し
た
凶
悪
な
犯

罪
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
点
に
は
十
分
ご
注
意
を
。

◎
猟
銃
の
保
管
は
厳
格
に

◎
火
薬
類
の
取
扱
い
者
は
厳
重
な

　
保
管
、
チ
ェ
ッ
ク
を

◎
不
必
要
な
刃
物
は
持
ち
歩
か
な

　
い
よ
う
。

県
税
・
個
人
事
業
税

期
限
は
1
1
月
5
0
日

　
最
近
居
住
者
の
移
動
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
郵
便
物
を
正
確
に
、

早
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、
居
住
者
名

簿
の
整
備
を
行
い
、
配
達
の
円
滑
化
を

は
か
っ
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
全

　
な
ま
の
声
を
い
く
つ
か

　
「
出
稼
も
昔
ほ
ど
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は
W

な
い
が
、
こ
の
町
で
収
入
が
得
ら
れ
叫

る
な
ら
出
た
く
は
な
い
。
」
　
　
　
　
，
“

　
「
山
紫
水
明
の
こ
の
町
に
愛
情
は
つ
へ

・
き
な
い
。
し
か
し
、
生
活
で
き
る
収
“

入
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
挙
家
離
村
挿

も
し
か
た
な
い
。
」
　
　
　
　
　
　
“

　
「
町
に
工
場
が
入
り
、
よ
そ
な
み
の
凸

給
料
が
も
ら
え
る
な
ら
、
率
先
し
て
尉

つ
と
め
た
い
。
U
タ
ー
ン
者
も
い
る
へ

だ
ろ
う
。
」
：
：
：
等
々
◎
　
　
り
“

　
特
に
嫁
不
足
に
い
た
っ
て
は
、
活
へ

発
な
発
言
、
男
が
良
く
て
も
、
金
が

あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
か
り
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
と
な
げ
く
。

　
「
農
業
の
近
代
化
、
企
業
の
誘
致
、

道
路
や
福
祉
施
設
の
充
実
、
：
：
豊
尉

か
な
自
然
の
中
で
暮
せ
る
す
ば
ら
し
沸

さ
が
、
き
っ
と
見
な
お
さ
れ
る
で
し

よ
う
。
」
と
町
長
は
結
ぶ
。

　
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
は
ま
さ
に
現

在
進
行
形
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　
町
の
将
来
を
熱
心
に
考
え
る
学
級

生
、
若
者
を
定
着
さ
せ
、
活
気
あ
る
凸

町
づ
く
り
に
精
進
中
の
町
長
の
姿
、

秋
の
夜
に
た
の
し
い
夢
を
む
す
ぶ
一

コ
マ
で
あ
っ
た
。

9
層
．
㌦
“
ゆ
．
◎
一
9
．
●
。
9
禽
㌔
。
◎
9
：
．
σ
．
◎
㌔
亀
．
9
9
噺
■
σ
。
・
9
一
ら
。
㌦
◎
・
：
・
9

町
の
居
住
者
に
つ
い
て
、
名
簿
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
々
嘱
託
員
を
通
じ
て
用
紙
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、
家
族
名
を
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

σ，・89ら9σ，・・．．”，・・σ，“一㌧，◎’9．・8，ら’c凸・㌧，㌦もCg◆’e凸◎、・“8・●9・”“らσ・辱’∂・

嘱
託
員
の
変
更

　
赤
谷
の
嘱
託
員
が
か
わ
り
ま
し
た
。

今
後
は
登
坂
幸
雄
さ
ん
で
す
。
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翻
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■

　
　
　
　
　
　
■

　　　　淋
嚢灘

　秋空をついて、町内小学校の親善陸上大会
がありました。
　みんな記録をのばそうと大奮闘です。
　　　　　　　10月2日　上野小グランドで

特
典
多
い
青
色
申
告

　
　
　
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

　
所
得
税
の
青
色
申
告
は
、
毎
日
の
取

引
き
を
記
帳
し
、
正
確
に
所
得
や
税
額

を
申
告
す
る
人
に
は
、
所
得
の
計
算
面

な
ど
で
有
利
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
帳
は
所
得
金
額
等
に
よ
つ
て
、
現

金
出
納
帳
だ
け
の
人
、
簡
易
帳
簿
だ
け

の
人
、
複
式
簿
記
に
よ
り
記
帳
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
と
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

青
色
申
告
控
除
や
、
青
色
事
業
専
従
者

給
与
な
ど
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。　

帳
簿
の
つ
け
万
や
、
特
典
な
ど
に
つ

い
て
気
軽
に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
な
お
十
日
町
青
色
申
告
会
で
は
、
青

色
申
告
を
普
及
さ
せ
る
た
め
推
進
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
川
西
町
で
も
次
の

建
設
的
な
意
見
を
交
換
す
る
た
め
、
今

年
も
「
N
且
K
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
課
題
は
、
㈲
わ
た
し
の
選
ん
だ
道
、

⑧
と
れ
か
ら
の
社
会
と
青
年
の
役
割
、

⑥
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と
、
の
三
つ

で
す
。

　
参
加
資
格
は
、
県
内
に
居
住
の
、
昭

和
二
十
四
年
一
月
十
六
日
か
ら
、
昭
和

三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
、
性
別
、
職
業
、
学
歴
、
お
よ
ぴ
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
出
場
希
望
の
方
は
、
課
題
の
中
か
ら

一
つ
を
選
ぴ
、
五
分
以
内
で
発
表
が
終

る
よ
う
に
ま
と
め
た
意
見
（
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
三
～
四
枚
程
度
）
を
十
一
月

五
日
ま
で
に
、
N
H
K
新
潟
放
送
局
「

青
年
の
主
張
」
係
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い

が
ん
ば
れ
清
水
さ
ん

相
撲
で
国
体
に
出
場

東
北
電
力
か
ら

　
　
　
お
　
願
　
い

　
当
社
の
仙
田
出
張
所
は
、
す
で
に
八

月
一
日
を
も
っ
て
廃
止
い
た
し
ま
し
た

電
気
の
申
込
み
や
、
事
故
修
理
な
ど
は

十
日
町
営
業
所
の
方
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
は
十
日
町
二
ー
三
一
〇
七
番

で
す
。職

業
訓
練
生
な
ど

を
募
集

方
方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
記

帳
相
談
や
ご
意
見
な
ど
最
寄
り
の
推
進

員
に
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

蔵清野大高清
品水上久橋水
　　健保
　正次三一守
清文郎吉嘉平

（
山
野
田
）

（
中
屋
敷
）

（
野
口
）

（
上
野
）

（
理
容
・
上
町
）

（
左
官
・
霜
条
）

　
東
善
寺
の
清
水
隆
さ
ん
が
、
こ
の
二

十
日
か
ら
開
か
れ
る
茨
城
国
体
に
、
相

撲
の
部
で
出
場
し
ま
す
。

N
且
K
青
年
の
主
張

　
　
出
場
者
を
募
集

N
且
K
で
は
、
広
く
青
年
に
意
見
発

表
の
場
を
与
え
、
現
代
青
年
が
何
を
感

じ
、
何
を
考
え
て
い
る
か
を
一
般
に
訴

え
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
清
新
で

　
孫
錦
と
い
う
し
こ
名
で
、
町
相
撲
界

の
人
気
者
の
清
水
さ
ん
は
、
第
二
十
九

回
国
体
に
、
青
年
の
部
県
代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
る
も
の
、
関
係
者
や
町
角
道

会
で
は
、
十
三
日
に
壮
行
会
を
行
い
、

清
水
さ
ん
を
激
励
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
声
援
を
〃

囹
新
潟
総
合
高
等
職
業

　
　
訓
練
校

一
、
募
集
職
種

　
鋳
造
科
、
機
械
科
（
機
械
、
仕
上

　
）
、
溶
接
科
、
電
気
機
器
科
、
木
工

科
、
機
械
製
図
科

二
、
応
募
資
格

　
中
卒
及
ぴ
高
卒
（
五
十
年
卒
業
見

込
者
含
）

三
、
申
込
み
期
間

　
　
四
十
九
年
十
一
月
一
日
～
十
一
月

＋
六
日

※
そ
の
他
細
部
は
、
在
学
学
校
ま
た

は
安
定
所
へ
。

囹
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校

　
農
業
者
転
職
訓
練
の
募
集

一
、
対
象
者

　
　
多
少
で
も
農
業
経
営
を
し
て
い
る

　
人
な
ら
ど
な
た
で
も
。

二
、
訓
練
の
内
容

　
　
型
枠
科
、
左
官
科

　
　
い
ず
れ
も
十
一
月
～
四
月
ま
で
の

　
六
か
月
間

三
、
入
校
申
込
み

　
　
安
定
所
、
町
農
業
委
員
会
、
農
業

協
同
組
合
へ

※
入
校
者
に
は
、
期
間
中
月
三
～
四

　
万
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
細
部
は
、
安
定
所
、
町
農
委
へ

納
税
メ
モ

　
今
月
は
町
民
税
第
三
期
分
の
納

期
で
す
。
明
る
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
お
忘
れ
な
く
。

　
秋
も
深
ま
り
今
年
新
増
改
築
さ

れ
た
建
物
も
そ
ろ
そ
ろ
完
成
に
近

づ
き
ま
し
た
。
税
務
課
で
は
、
そ

れ
ら
の
評
価
を
行
う
た
め
、
調
査

に
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
多
忙

中
と
は
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
の
ほ
ど
を
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
不
動

産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
八
月
号

で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
で
す
が
、

く
わ
し
く
は
係
が
お
じ
ゃ
ま
し
た

と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
十
一
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期

分
の
納
期
で
す
。
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馨
慰
護
漏

　
も
　
吃
　
馬
　
覧
　
亀
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